
　（別紙４-２） 事業所名　　グループホームさらさの杜

作成日：　　令和　４年　３月　２９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

・契約時の説明として、これまでのさらさの杜の看
取り指針に加え、看取り期に入った時や緊急時に
おいての延命治療に関する希望の有無について
も説明し確認をする。

・ご家族との連携については、これまでと同様に、
随時カンフアレンスを持ち、ご家族と共に利用者
を支える支援に取り組む。

・かかりつけ医、又は緊急に入院になった医療機
関とも連携を密にし、情報提供や経緯については
記録に残す。同様に、ご家族への報告も行い、都
度ご家族の意向も確認する。

・ご家族・利用者が、「さらさの杜で看取りをお願
いしたい」と希望が出た場合の受入のための検
討・勉強会等も定期的に行う。

2

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

グループホームさらさの杜に於ける看取り指針に
ついて、これまでは、主治医による声「これ以上は
施設での生活が難しいでしょう」と、説明された時
までがさらさの杜での看取り範囲になりますと契
約の段階で、ご家族・利用者に説明してきました。
が、ご家族の希望・利用者の希望があった場合に
は、この限りではないこと、最期まで看取ることが
できるよう検討していきたい。

地域密着型の意味とも言える、「住み慣れた地
域で最期までその人らしく」を考え、ご家族・利
用者の希望があった場合に於いては、極力希
望を叶えることができる様配慮する。
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